
二
〇
一
七
（
平
成
二
九
）
年
度 

 
昭
和
文
学
会 

第
六
一
回
研
究
集
会 

会
場 

専
修
大
学 

神
田
キ
ャ
ン
パ
ス 

二
号
館 

二
〇
八
・
二
〇
九
教
室 

 
 

 
 

〒
一
〇
一
―
八
四
二
五 

東
京
都
千
代
田
区
神
田
神
保
町 

三
―
八 

 
 

  
 

  

日
時 

一
二
月
九
日
（
土
）
午
後
一
時
三
〇
分
よ
り 

【
研
究
発
表
】 

第
一
会
場
（
二
号
館
二
〇
八
教
室
） 

詩
人
と
し
て
の
小
川
未
明  

―
―
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
考
察
―
― 

 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 

増
井 

真
琴 

 徳
永
直
「
文
学
サ
ー
ク
ル
」
論 

―
―
１
９
３
０
年
代
の
農
村
に
お
け
る
文
化
活
動
の
群
像
―
― 

 
 

 

萬
田  

慶
太 

 伊
藤
比
呂
美
の
詩
に
お
け
る
「
引
用
」
と
「
声
」 

―
―
詩
「
叫
苦
と
魂
消
る
」
か
ら
考
え
る
―
― 

 
 

 
 

 

福
尾  

晴
香 

 『
完
全
版 

１イ

★
９ク

★
３ミ

★
７ナ

』 

―
―
記
憶
の
継
承
・
分
有
に
む
け
て
―
―  

 
 

 
 
 

 

仲
井
眞 

 

建
一 

 ゴ
ー
リ
キ
ー
・「
超
人
思
想
」・
小
林
多
喜
二 

―
―
「
女
囚
徒
」
「
最
後
の
も
の
」
の
生
成
過
程
と
多
喜
二
の
思
想
形
成
を
め
ぐ
っ
て 

―
―  

 

ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ 

                           
 

 
 

司
会 

構 

大
樹
・
芳
賀 
祥
子 

第
二
会
場
（
二
号
館
二
〇
九
教
室
） 

「
伊
豆
の
踊
子
」
の
受
容
史 

―
―
教
科
書
採
録
の
視
点
か
ら
―
― 

 
 

 
 

 
 

西
尾 

泰
貴 

 安
岡
章
太
郎
『
海
辺
の
光
景
』
論 

―
―
〈
ケ
ア
〉
の
視
点
か
ら
―
― 

 
 

 
 

 
 

安
藤 

陽
平 

 
 

三
島
由
紀
夫
「
祈
り
の
日
記
」
論 

―
―
「
日
記
」
と
い
う
型
式
を
め
ぐ
っ
て
―
― 

 
 

 
 

   

福
田 

涼 
 高

橋
た
か
子
「
ロ
ン
リ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」
論 

―
―
連
鎖
す
る
「
欲
望
」
―
― 

 
 

 
 

 

宮
田   

絵
里 

司
会 

大
井
田 

義
彰
・
櫻
庭 

太
一 

※
終
了
後
、
一
号
館
地
下
一
階
に
て
、
懇
親
会
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。 

予
約
は
不
要
、
当
日
受
付
に
て
お
申
し
込
み
下
さ
い
。 



専
修
大
学 

ア
ク
セ
ス
マ
ッ
プ 

 

Ｊ 
 

Ｒ 

中
央
線
・
総
武
線 

 
  
 
 
   

 
 

水
道
橋
駅
よ
り
、
徒
歩
７
分
。  

 

地
下
鉄 

 

東
西
線
・
半
蔵
門
線
・
都
営
新
宿
線 

 
 

九
段
下
「
５
」
出
口
よ
り
徒
歩
３
分
。 

 

地
下
鉄 

 
半
蔵
門
線
・
都
営
新
宿
線
・
都
営
三
田
線 

神
保
町
駅
「
Ａ
２
」
出
口
よ
り
徒
歩
３
分
。 

                               

大学周辺図 大学構内図 

※
研
究
発
表
は
２
号
館
２
０
８
・
２
０
９
教
室
で
す
。 



【
発
表
要
旨 

第
一
会
場
】 

詩
人
と
し
て
の
小
川
未
明 

―
―
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
考
察
―
― 

                   

増
井 

真
琴
（
ま
す
い
・
ま
こ
と
） 

小
川
未
明
は
、
一
般
的
に
童
話
作
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
実
際
は
小
説
家
で
あ
り
、
随
筆
家
で
あ
り
、
詩
を
紡
ぐ
詩
人
で
も
あ
っ
た
。
詩
集

『
あ
の
山
越
え
て
』（
尚
栄
堂
、
大
正
３
年
１
月
）
は
、
そ
ん
な
多
才
な
文
人
が
生
涯
に
著
し
た
、
唯
一
の
詩
集
で
あ
る
。 

し
か
し
、
詩
人
と
し
て
の
未
明
の
活
動
は
、
従
来
、
必
ず
し
も
注
目
さ
れ
て
き
た
と
は
言
え
な
い
。「
赤
い
蝋
燭
と
人
魚
」「
野
薔
薇
」「
金
の
輪
」
等
、

未
明
の
主
要
な
業
績
が
大
正
期
の
童
話
に
集
中
し
て
い
る
事
情
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
未
明
研
究
は
、
大
正
童
話
の
み
を
焦
点
化
す
る
傾
向
が
著
し

か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。 

そ
こ
で
本
発
表
で
は
、
小
川
未
明
研
究
史
上
の
影
の
ひ
と
つ
で
あ
る
、
詩
人
・
未
明
の
行
状
に
光
を
当
て
る
べ
く
、
詩
集
『
あ
の
山
越
え
て
』
の
考

察
を
試
み
た
い
。
明
治
末
・
大
正
初
期
の
口
語
詩
に
着
目
す
る
こ
と
で
、
昭
和
期
以
降
、
強
固
に
構
築
さ
れ
た
、
未
明
＝
童
話
作
家
と
い
う
単
一
的
な

図
式
を
相
対
化
す
る
視
座
を
得
る
―
―
そ
れ
が
発
表
者
の
企
図
す
る
と
こ
ろ
だ
。                                 

（
北
海
道
大
学
大
学
院
）  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

徳
永
直
「
文
学
サ
ー
ク
ル
」
論 

―
―
１
９
３
０
年
代
の
農
村
に
お
け
る
文
化
活
動
の
群
像
―
―       

萬
田 

慶
太
（
ま
ん
だ
・
け
い
た
） 

徳
永
直
「
文
学
サ
ー
ク
ル
」（『
中
央
公
論
』
一
九
三
三
年
一
月
）
は
、
こ
れ
ま
で
多
く
が
謎
に
つ
つ
ま
れ
て
い
た
一
九
三
〇
年
代
の
文
化
サ
ー
ク
ル

活
動
の
様
相
を
描
い
た
小
説
で
あ
る
。
作
中
の
長
野
の
農
村
の
人
々
は
、
日
本
共
産
党
の
強
い
影
響
下
に
あ
っ
た
全
農
全
会
派
の
文
学
サ
ー
ク
ル
「
山

び
こ
」
に
参
加
し
て
い
く
。 

徳
永
直
「
山
宣
サ
ン
の
記
念
碑
の
畔
で
」（『
文
学
新
聞
』
一
九
三
一
年
十
一
月
一
日
）
で
は
、
長
野
を
訪
れ
、
全
農
系
の
支
部
員
と
連
絡
を
と
っ
て

い
る
様
子
が
わ
か
る
。
作
家
同
盟
の
講
演
会
で
も
長
野
県
下
を
訪
れ
、
徳
永
直
「
文
学
宣
伝
隊
の
必
要
」（『
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
』
一
九
三
二
年
五
月
）

で
は
、
飯
田
町
や
龍
江
村
、
伊
那
村
、
中
鹽
田
村
、
小
諸
な
ど
の
作
家
同
盟
長
野
支
部
下
の
サ
ー
ク
ル
の
存
在
を
報
告
し
て
い
る
。 

「
文
学
サ
ー
ク
ル
」
は
、「
サ
ー
ク
ル
活
動
に
つ
い
て
は
読
者
は
批
判
的
に
読
ん
で
欲
し
い
」
と
付
記
さ
れ
た
。「
文
学
サ
ー
ク
ル
」
の
読
解
を
通
じ

て
、
人
物
群
像
に
よ
っ
て
描
か
れ
た
一
九
三
〇
年
代
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
化
活
動
の
問
題
と
可
能
性
に
迫
り
た
い
。         

（
広
島
大
学
大
学
院
） 

伊
藤
比
呂
美
の
詩
に
お
け
る
「
引
用
」
と
「
声
」
―
―
詩
「
叫
苦
と
魂
消
る
」
か
ら
考
え
る 

―
― 

  
 
 
 
 
 
 

 

福
尾 

晴
香
（
ふ
く
お
・
は
る
か
） 

伊
藤
比
呂
美
が
一
九
八
四
年
に
発
表
し
た
詩
「
叫
苦

あ

あ

と
魂
消

た

ま

ぎ

る
」
（
『
テ
リ
ト
リ
ー
論
２
』
所
収
）
は
、
滝
沢
馬
琴
の
読
本
か
ら
現
代
の
出
産
・
育

児
に
関
わ
る
実
用
書
の
類
ま
で
、
時
代
と
ジ
ャ
ン
ル
を
超
え
た
テ
ク
ス
ト
を
引
用
し
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
詩
は
、

馬
琴
の
中
で
も
妊
婦
の
腹
裂
き
が
描
か
れ
た
部
分
に
着
目
し
、
そ
こ
に
現
代
の
医
学
的
解
説
の
言
葉
や
生
々
し
い
切
腹
の
作
法
を
説
い
た
言
葉
を
引
用

に
よ
っ
て
重
ね
て
い
く
。
引
用
は
伊
藤
の
一
貫
し
た
手
法
の
ひ
と
つ
だ
が
、
そ
の
最
初
の
転
換
点
が
詩
「
叫
苦
と
魂
消
る
」
で
あ
っ
た
。
こ
の
詩
を
分

析
し
、
二
次
創
作
や
パ
ロ
デ
ィ
ー
が
文
化
的
な
生
産
力
と
し
て
強
調
さ
れ
る
現
在
、
伊
藤
比
呂
美
に
お
け
る
引
用
と
声
の
か
か
わ
り
、
そ
の
方
法
原
理

と
特
色
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
、
抽
出
し
光
を
あ
て
て
み
た
い
。
さ
ら
に
時
間
的
に
可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
一
層
、
引
用
と
コ
ラ
ー
ジ
ュ
を
深
化
さ
せ

た
『
テ
リ
ト
リ
ー
論
１
』
以
降
に
ど
の
よ
う
な
方
法
の
変
更
が
起
き
た
の
か
を
考
え
て
み
た
い
。                       
（
日
本
大
学
大
学
院
） 

『
完
全
版 

１イ

★
９ク

★
３ミ

★
７ナ

』
―
―
記
憶
の
継
承
・
分
有
に
む
け
て
―
―             

仲
井
眞 

建
一
（
な
か
い
ま
・
け
ん
い
ち
） 

辺
見
庸
の
『
完
全
版 

１イ

★
９ク

★
３ミ

★
７ナ

』（
二
〇
一
六
年
一
一
月
、
初
版
は
金
曜
日
、
二
〇
一
五
年
一
〇
月
、
以
下
『
１イ

★
９ク

★
３ミ

★
７ナ

』）
は
批
評
、

小
説
、
随
筆
と
も
つ
か
な
い
特
異
な
テ
ク
ス
ト
で
あ
る
。「
か
つ
て
な
さ
れ
た
戦
争
の
こ
と
、
と
く
に
そ
の
細
部
に
つ
い
て
ぶ
つ
ぶ
つ
と
か
た
ろ
う
」
と

す
る
辺
見
は
、「
父
」
を
手
が
か
り
に
過
去
の
戦
争
を
引
き
寄
せ
よ
う
と
試
み
る
。「
記
憶
の
継
承
は
い
か
に
し
て
可
能
か
」
と
い
う
問
題
系
を
中
心
に
、

『
１イ

★
９ク

★
３ミ

★
７ナ

』
は
、
そ
の
語
り
に
お
い
て
、「
父
」
の
他
者
化
を
行
う
。
同
時
に
そ
の
「
父
」
を
頼
り
に
、
あ
り
え
た
（
あ
り
え
る
）
可
能
性
と

し
て
の
地
平
に
、
自
ら
を
他
者
と
し
て
、
パ
フ
ォ
ー
マ
テ
ィ
ブ
に
つ
く
り
出
し
て
い
く
。
本
発
表
は
、「
他
者
化
」
と
「
継
承
」
と
い
う
矛
盾
を
基
点
に
、

記
憶
の
継
承
が
そ
も
そ
も
な
ん
ら
か
の
想
像
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、「
父
―
子
」
を
前
提
と
し
た
関
係
を
超
え
、
他
者
化
に
よ
っ
て
し
か
可
能
で
な
い

と
し
、
そ
の
と
き
は
じ
め
て
「
父
―
子
」
に
連
な
ら
な
い
他
者
と
分
有
が
可
能
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
。 

（
立
教
大
学
大
学
院
） 

ゴ
ー
リ
キ
ー
・「
超
人
思
想
」・
小
林
多
喜
二 

―
―
「
女
囚
徒
」「
最
後
の
も
の
」
の
生
成
過
程
と
多
喜
二
の
思
想
形
成
を
め
ぐ
っ
て
―
― 

 

ブ
ル
ナ
・
ル
カ
ー
シ
ュ
（
ぶ
る
な
・
る
か
ー
し
ゅ
） 

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
作
家
た
ち
の
多
く
は
、
ロ
シ
ア
作
家
Ｍ
・
ゴ
ー
リ
キ
ー
を
「
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
文
学
の
父
」
と
仰
ぎ
、
そ
の
小
説
を
愛
読
し
た

こ
と
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
ゴ
ー
リ
キ
ー
は
そ
れ
以
前
に
も
日
本
で
読
ま
れ
て
い
た
が
、
明
治
・
大
正
の
文
壇
で
は
主
に
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
初
期
の
〈
浮

浪
者
も
の
〉
が
注
目
さ
れ
て
い
た
の
に
対
し
て
、
１
９
２
０
～
１
９
３
０
年
代
に
は
「
『
母
』
そ
の
他
の
作
品
」
が
注
目
を
浴
び
、
「
直
接
階
級
闘
争

と
結
び
つ
け
ら
れ
て
議
論
さ
れ
」
る
よ
う
に
な
っ
た
。 

小
林
多
喜
二
は
ゴ
ー
リ
キ
ー
に
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
作
家
の
一
人
で
あ
る
。
本
発
表
で
は
、
多
喜
二
の
初
期
の
戯
曲
「
女
囚
徒
」
と
短
編
小
説

「
最
後
の
も
の
」
の
分
析
を
行
い
、
多
喜
二
が
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
作
品
に
見
出
し
た
「
超
人
思
想
」
が
両
作
品
に
お
い
て
ど
の
よ
う
に
展
開
さ
れ
て
い
る

の
か
に
つ
い
て
検
討
・
考
察
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
最
初
期
の
多
喜
二
に
と
っ
て
、
団
結
を
踏
ま
え
た
階
級
闘
争
を
描
い
た
『
母
』
で
は
な
く
、

寧
ろ
個
人
闘
争
を
描
い
た
ゴ
ー
リ
キ
ー
の
〈
浮
浪
者
も
の
〉
が
重
要
な
飛
躍
台
と
な
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。        

（
実
践
女
子
大
学
助
教
） 



【
発
表
要
旨  

第
二
会
場
】 

「
伊
豆
の
踊
子
」
の
受
容
史 

―
―
教
科
書
採
録
の
視
点
か
ら
―
―  

 
 
 
 
 

  

西
尾 

泰
貴
（
に
し
お
・
た
い
き
） 

川
端
康
成
「
伊
豆
の
踊
子
」
は
膨
大
な
数
の
先
行
研
究
が
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
作
家
論
や
作
品
論
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
教
科
書
に
お
け

る
受
容
を
論
じ
た
も
の
は
比
較
的
少
な
い
。 

「
伊
豆
の
踊
子
」
は
一
九
五
六
年
、
好
学
社
の
教
科
書
『
高
等
学
校
国
語
一 

上
（
新
版
）』
に
採
録
さ
れ
て
以
来
、
一
九
六
〇
年
代
後
半
か
ら
一
九

七
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
映
画
化
や
川
端
康
成
の
ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
受
賞
に
後
押
し
さ
れ
る
か
た
ち
で
、
よ
り
多
く
の
教
科
書
に
採
録
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。
し
か
し
、「
伊
豆
の
踊
子
」
の
全
文
を
採
録
し
た
教
科
書
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
教
科
書
に
お
け
る
「
伊
豆
の

踊
子
」
は
、
全
集
や
文
庫
本
と
は
異
な
っ
た
形
式
で
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。 

本
発
表
で
は
、
教
科
書
に
お
け
る
「
伊
豆
の
踊
子
」
の
教
科
書
に
お
け
る
受
容
を
考
察
す
る
。
そ
の
際
、
採
録
し
た
高
等
学
校
の
国
語
教
科
書
の
全

て
を
対
象
と
し
た
調
査
を
デ
ー
タ
と
し
て
扱
い
、
採
録
箇
所
、
改
変
箇
所
、
設
問
内
容
、
採
録
数
と
い
っ
た
多
角
的
な
視
点
か
ら
検
証
し
て
い
く
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
 
 

（
早
稲
田
大
学
大
学
院
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
岡
章
太
郎
『
海
辺
の
光
景
』
論 

―
―
〈
ケ
ア
〉
の
視
点
か
ら
―
― 

 
 
 
 
 
 

  
 

安
藤 

陽
平
（
あ
ん
ど
う
・
よ
う
へ
い
） 

安
岡
章
太
郎
『
海
辺
の
光
景
』（
一
九
五
九
・
一
二
、
講
談
社
）
は
、
母
・
浜
口
チ
カ
の
最
期
の
九
日
間
を
、
息
子
・
浜
口
信
太
郎
の
視
点
か
ら
描
い

た
作
品
で
あ
る
。
本
作
は
、
父
不
在
の
家
庭
状
況
に
お
け
る
母
と
息
子
の
蜜
月
の
関
係
性
に
関
心
が
集
ま
り
、
長
ら
く
エ
デ
ィ
プ
ス
・
コ
ン
プ
レ
ッ
ク

ス
的
な
解
釈
枠
組
か
ら
読
解
さ
れ
て
き
た
。母
と
息
子
の
関
係
性
は
初
期
の
安
岡
が
書
き
継
い
だ
主
題
で
も
あ
り
、触
れ
ざ
る
を
得
な
い
点
で
は
あ
る
。

他
方
、
本
作
は
「
老
耄
性
痴
呆
症
」
の
母
を
見
舞
う
息
子
の
物
語
と
い
う
側
面
も
有
し
て
い
る
。
本
発
表
で
は
主
と
し
て
後
者
の
側
面
に
着
眼
し
な
が

ら
、
作
品
を
〈
ケ
ア
〉
の
視
点
か
ら
読
解
し
て
い
き
た
い
。 

例
え
ば
小
澤
勲
が
提
唱
す
る
「
物
語
と
し
て
の
痴
呆
ケ
ア
」
の
よ
う
な
〈
ケ
ア
〉
理
論
を
基
に
す
る
と
、
チ
カ
の
「
老
耄
性
痴
呆
症
」
を
い
か
な
る

も
の
と
し
て
解
釈
で
き
る
の
か
。〈
ケ
ア
〉
と
い
う
視
点
か
ら
は
、
信
太
郎
の
言
動
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
得
る
の
か
。
そ
れ
ら
の
問
い
に
対
す
る
分
析
を

踏
ま
え
た
上
で
、
信
太
郎
は
病
床
の
母
と
そ
の
死
を
い
か
に
受
け
止
め
た
の
か
、
結
末
部
の
描
写
も
視
野
に
入
れ
な
が
ら
考
察
し
た
い
。 

  

（
立
命
館
大
学
大
学
院
） 

三
島
由
紀
夫
「
祈
り
の
日
記
」
論 

―
―
「
日
記
」
と
い
う
型
式
を
め
ぐ
っ
て
―
― 

 
  

 
 

  
 

福
田 

涼
（
ふ
く
だ
・
り
ょ
う
） 

三
島
由
紀
夫
「
祈
り
の
日
記

に

き

」
（
『
赤
絵
』
第
二
号
、
昭
和
十
八
年
六
月
）
は
、
「
わ
た
く
し
」
＝
康
子
と
い
う
女
性
の
回
想
的
な
モ
ノ
ロ
ー
グ
に

よ
っ
て
構
成
さ
れ
る
短
篇
小
説
で
あ
る
。
本
発
表
は
こ
の
「
日
記
」
と
い
う
型
式
に
着
目
し
分
析
を
施
す
こ
と
で
、
一
篇
が
孕
む
問
題
性
と
独
自
性
を

明
ら
か
に
す
る
。 

作
中
「
わ
た
く
し
」
は
更
級
日
記
に
言
及
す
る
が
、
物
語
へ
の
憧
憬
と
耽
読
と
い
う
点
に
お
い
て
孝
標
女
と
彼
女
の
姿
勢
は
重
な
っ
て
い
る
。
本
篇

の
〈
た
お
や
め
ぶ
り
〉
の
文
体
を
支
え
て
い
る
の
は
、
こ
う
し
た
王
朝
文
学
に
連
な
る
「
系
譜
」
と
い
う
発
想
に
ほ
か
な
ら
な
い
。 

た
だ
し
、
し
ば
し
ば
筒
井
筒
の
説
話
に
も
擬
え
ら
れ
て
き
た
本
作
が
「
日
記
」
す
な
わ
ち
一
人
称
回
想
体
の
結
構
を
採
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
勢

語
と
は
重
な
ら
な
い
独
自
の
虚
構
を
立
ち
上
げ
て
い
る
こ
と
は
見
過
ご
さ
れ
て
き
た
。 

当
該
時
期
の
国
文
学
研
究
や
堀
辰
雄
ら
先
行
の
文
学
者
、
そ
し
て
東
文
彦
と
の
文
学
的
交
流
か
ら
の
影
響
を
視
野
に
入
れ
つ
つ
、
戦
時
下
に
紡
が
れ

た
物
語
の
方
法
と
王
朝
文
学
へ
の
憧
憬
の
帰
趨
を
見
定
め
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
大
阪
大
学
大
学
院
） 

高
橋
た
か
子
「
ロ
ン
リ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」
論 

―
―
連
鎖
す
る
「
欲
望
」
―
―         

 
 
 

  

宮
田 

絵
里
（
み
や
た
・
え
り
） 

本
発
表
で
は
高
橋
た
か
子
の
短
編
小
説
「
ロ
ン
リ
ー
・
ウ
ー
マ
ン
」
（
「
す
ば
る
」
、
一
九
七
四
年
六
月
）
を
と
り
あ
げ
る
。
「
ロ
ン
リ
ー
・
ウ
ー

マ
ン
」
は
近
所
の
小
学
校
の
放
火
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
想
像
上
の
「
放
火
犯
」
と
同
一
化
し
て
い
く
主
人
公
・
咲
子
を
描
い
た
作
品
で
あ
る
。

こ
の
咲
子
の
不
可
解
な
行
動
・
心
情
は
一
種
の
「
狂
気
」
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
、
先
行
研
究
で
は
咲
子
は
孤
独
な
狂
女
で
あ
り
、
そ
の
根
底
に
あ
る
の

は
女
性
の
「
自
我
」
へ
の
抑
圧
で
あ
る
と
主
に
解
釈
さ
れ
て
き
た
。 

し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
て
み
た
い
の
は
、
咲
子
は
な
ぜ
「
放
火
犯
」
に
執
拗
に
こ
だ
わ
り
、
同
一
化
し
よ
う
と
す
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
咲

子
に
と
っ
て
「
放
火
犯
」
に
同
一
化
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
そ
の
も
の
が
一
種
の
快
楽
で
あ
る
か
の
よ
う
に
作
中
で
描
か
れ
て
い
る
。
本
発
表
で
は
咲
子

の
「
狂
気
」
を
「
欲
望
」
と
し
て
と
ら
え
直
し
、
こ
の
作
品
が
短
編
連
作
の
う
ち
の
一
つ
で
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
つ
つ
、
そ
の
「
欲
望
」
が
い
か
に
し

て
成
立
し
得
る
も
の
な
の
か
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

（
立
命
館
大
学
大
学
院
） 


